
９／９　救急医療の理解を深めよう

　応急手当普及啓発活動の一環として西消防署で「応

急手当競技大会」を開催。市内の事業所や社会福祉施

設から12チームが参加。119番通報からＡＥＤを用い

た心肺蘇生法まで、救急隊の到着前に行う応急手当の

重要性を再認識してもらう大会となりました。

　

　10月１日から始まった赤い羽根共同募金は、地域福

祉活動のための募金です。２日に出発式を行い、市内

各所で行われた街頭募金では、子どもたちも大きな声

で募金を呼びかけました。12月には歳末たすけあい募

金も行われます。皆さんのご協力をお願いします。

10／１　熱中！サツマイモ収穫体験　

　子どもたちに農業の楽しさを知ってもらおうと、西

条市青年農業者協議会が市内の畑でサツマイモの収穫

体験を実施。神戸小学校の３年生とその保護者ら約60

人が、汗と泥にまみれながらイモを懸命に引き抜きま

した。イモの一部は市内イベントで販売予定です。

９／23　アスリートに学び競技力向上

　子どもたちを対象にトップアスリートによるスポー

ツ教室を行っています。９月23日には、現役時代に日

本代表の経験もある窪田夕子先生を迎えてバスケット

ボール教室を開催。参加した82人の子どもたちは基礎

の大切さを学び、競技力の向上につなげていました。

　救急医療週間の行事としてＤＣＭダイキ周桑店で

「救急フェスティバル2017」を開催。心肺蘇生法の体

験や救命処置のデモンストレーションなどで、救急医

療について理解を深めました。消防車両の展示・見学

もあり、多くの市民の皆さんが来場しました。

９／27　迅速で効果的な応急手当を

９／14　海外で教育に関する活動を

　高橋正さんが青年海外協力隊の２年間の活動を終え

てガーナから帰国。高橋さんは現地の公立幼稚園・

小・中学校教員に向けた教材紹介や理科の模擬授業を

したほか、同任地の隊員や配属先の同僚と協力し、学

校保健室の建設プロジェクトにも携わりました。

地域福祉活動へあなたのやさしさを
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